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Ⅰ 調査の概要 



 

2 



 

3 

 

1 調査の目的 
この調査は、秦野市の行政サービスの向上と、市民の行政に対する意識向上のための基礎資料とす

るために実施しています。 

 

2 調査の設計及び回収結果 
本調査の実施方法は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 アンケートの調査項目 
 

① 認知症について 

② 第46回秦野市市民の日について 

③ 秦野市長選挙について 

④ 有機農産物について 

⑤ 表丹沢の魅力づくりについて 

⑥ 女子野球タウンについて 

⑦ 秦野市電子地域通貨・ＯＭＯＴＡＮコインについて 

⑧ 残薬について 

⑨ 秦野市のデジタル化について 

⑩ こころの健康状況について 

 

4 調査結果を見る上での注意事項 
① 回答はｎ（有効回収数）を基準とした百分率で表わし、小数点第2位を四捨五入しました。 

 このため、百分率の合計が100%にならない場合があります。 

② 集計結果の表やグラフでは、コンピューター入力の都合上、回答の選択肢の言葉を短縮して表

現している場合があります。  

 

①  調査地域 市内全域 

②  調査対象 秦野市のネット調査会社の登録者 

③  対象者数 400人（回収ベース） 

④  母集団 秦野市のネット調査会社の登録者約3000人 

⑤  調査方法 ネット調査 

⑥  調査期間 令和 8年 1月 26日～2月 5日 

⑦  調査機関 株式会社サーベイリサーチセンター 
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Ⅱ 調査結果（第 3回目） 
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1 属性 

 

（１） 性別 

 

（２） 年齢 

 

（３） 居住地域 
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（４） 職業 
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2  認知症について 
 

急速な高齢化の進行に伴い、高齢者の５人に１人が認知症になると予測されており、支援体制の強化が必

要となっています。認知症の方が、自分らしく暮らし続けられる社会の実現に向けて、認知症に関する認識

や支援の在り方について調査するものです。 

 

（１） 認知症の正しい理解状況 

 

「どちらかといえばそう思う」が55.5%と最も高く、次いで「どちらかといえばそう思わない」が

30.3%、「とても思う」が8.5%となっています。 

 

□ Q1．認知症について、正しく理解していると思いますか。［単一回答］ 

 

 
 

性別・年代別では大きな傾向差は見られませんでした。 

 

 

とても思う
どちらかと
いえばそう

思う

どちらかと
いえばそう
思わない

全く思わ
ない

無回答

400 8.5 55.5 30.3 5.8 -

251 8.8 55.8 29.5 6.0 -

149 8.1 55.0 31.5 5.4 -

12 - 58.3 25.0 16.7 -

34 8.8 41.2 35.3 14.7 -

81 14.8 49.4 29.6 6.2 -

138 5.1 58.0 33.3 3.6 -

135 8.9 60.0 26.7 4.4 -

251 8.8 55.8 29.5 6.0 -

20代 5 - 60.0 20.0 20.0 -

30代 12 8.3 41.7 50.0 - -

40代 47 17.0 48.9 25.5 8.5 -

50代 90 3.3 58.9 33.3 4.4 -

60代以上 97 10.3 57.7 25.8 6.2 -

149 8.1 55.0 31.5 5.4 -

20代 7 - 57.1 28.6 14.3 -

30代 22 9.1 40.9 27.3 22.7 -

40代 34 11.8 50.0 35.3 2.9 -

50代 48 8.3 56.3 33.3 2.1 -

60代以上 38 5.3 65.8 28.9 - -

165 10.3 52.1 30.9 6.7 -

79 7.6 57.0 30.4 5.1 -

39 5.1 48.7 46.2 - -

55 5.5 61.8 29.1 3.6 -

62 9.7 61.3 19.4 9.7 -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

認知症の正しい理解状況
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（２） 認知症に関する相談窓口の認知状況 

 

「知っている」が18.5%、一方で、「知らない」が81.5%となっています。 

 

□ Q2．認知症に関する相談窓口を知っていますか。［単一回答］ 

 

 

 

性別・年代別では大きな傾向差は見られませんでした。 

 

  

知っている 知らない 無回答

400 18.5 81.5 -

251 19.1 80.9 -

149 17.4 82.6 -

12 25.0 75.0 -

34 8.8 91.2 -

81 25.9 74.1 -

138 16.7 83.3 -

135 17.8 82.2 -

251 19.1 80.9 -

20代 5 40.0 60.0 -

30代 12 8.3 91.7 -

40代 47 31.9 68.1 -

50代 90 14.4 85.6 -

60代以上 97 17.5 82.5 -

149 17.4 82.6 -

20代 7 14.3 85.7 -

30代 22 9.1 90.9 -

40代 34 17.6 82.4 -

50代 48 20.8 79.2 -

60代以上 38 18.4 81.6 -

165 21.8 78.2 -

79 17.7 82.3 -

39 12.8 87.2 -

55 16.4 83.6 -

62 16.1 83.9 -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

認知症に関する相談窓口の認知状況
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（３） 認知症に関する相談相手の希望 

 

「医療機関」が65.0%と最も高く、次いで「家族や親族」が47.8%、「行政機関や介護福祉の専門職」が

27.8%となっています。 

 

□ Q3．あなた自身が「認知症かな」と思ったら、誰に相談したいですか。［複数回答］ 

 

  

 

性別に見ると、「医療機関」は、男性の方が高くなっています。一方で、「家族や親族」、「行政機関や介護

福祉の専門職」は、女性の方が高くなっています。 

 

  

医療機関 家族や親族
行政機関や
介護福祉の

専門職

誰に相談し
ていいか

分からない
友人

誰にも相談
したくない

その他 無回答

400 65.0 47.8 27.8 8.5 8.0 4.3 0.3 -

251 66.9 44.6 25.5 8.8 7.2 4.0 0.4 -

149 61.7 53.0 31.5 8.1 9.4 4.7 - -

12 41.7 58.3 16.7 41.7 8.3 - - -

34 67.6 50.0 32.4 5.9 14.7 2.9 - -

81 61.7 51.9 32.1 14.8 9.9 2.5 - -

138 66.7 45.7 22.5 6.5 9.4 7.2 0.7 -

135 66.7 45.9 30.4 4.4 3.7 3.0 - -

251 66.9 44.6 25.5 8.8 7.2 4.0 0.4 -

20代 5 40.0 40.0 20.0 60.0 - - - -

30代 12 75.0 66.7 41.7 - 25.0 - - -

40代 47 63.8 46.8 27.7 17.0 8.5 - - -

50代 90 68.9 43.3 20.0 6.7 10.0 7.8 1.1 -

60代以上 97 67.0 42.3 27.8 5.2 2.1 3.1 - -

149 61.7 53.0 31.5 8.1 9.4 4.7 - -

20代 7 42.9 71.4 14.3 28.6 14.3 - - -

30代 22 63.6 40.9 27.3 9.1 9.1 4.5 - -

40代 34 58.8 58.8 38.2 11.8 11.8 5.9 - -

50代 48 62.5 50.0 27.1 6.3 8.3 6.3 - -

60代以上 38 65.8 55.3 36.8 2.6 7.9 2.6 - -

165 67.3 53.3 27.9 7.9 10.3 1.8 - -

79 62.0 44.3 35.4 10.1 7.6 7.6 - -

39 61.5 38.5 15.4 17.9 10.3 2.6 2.6 -

55 74.5 52.7 27.3 3.6 5.5 1.8 - -

62 56.5 38.7 25.8 6.5 3.2 9.7 - -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

認知症に関する相談相手の希望

その他 件数

ネット 1
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（４） 認知症の際、安心して暮らせる地域 

 

「認知症についての公的サービスや支援制度が充実している地域」が72.8%と最も高く、次いで「認知症

についての正しい知識が普及されている地域」が44.8%、「認知症になったことを隠さず、周囲に話せる雰

囲気の地域」が32.5%となっています。 

 

□ Q4．あなたや家族が認知症になっても安心して暮らせるのは、どんな地域だと思いますか。［３つまで選択可］ 

 

  
 

「認知症について、気軽に相談できる地域」は、女性の方が高くなっています。一方で、「認知症になった

ことを隠さず、周囲に話せる雰囲気の地域」は、男性の方が高くなっています。 

年代別に見ると、「認知症について、気軽に相談できる地域」は、年代が上がるにつれて概ね高くなる傾向

があります。 

 

  

認知症につ
いての公的
サービスや
支援制度が

充実して
いる地域

認知症につ
いての正し
い知識が普

及されて
いる地域

認知症に
なったことを
隠さず、周
囲に話せる
雰囲気の

地域

認知症につ
いて、気軽

に相談
できる地域

住民同士が
助け合い、
声を掛け

合える地域

認知症の人
が活躍でき
る場がある

地域

その他 無回答

400 72.8 44.8 32.5 30.0 17.0 7.8 2.5 -

251 70.9 44.6 34.7 26.7 15.5 8.4 1.6 -

149 75.8 45.0 28.9 35.6 19.5 6.7 4.0 -

12 41.7 83.3 - 16.7 - 33.3 - -

34 79.4 44.1 44.1 26.5 11.8 8.8 - -

81 64.2 45.7 29.6 27.2 23.5 9.9 2.5 -

138 76.8 47.1 31.9 29.0 13.8 5.8 2.9 -

135 74.8 38.5 34.8 34.8 19.3 5.9 3.0 -

251 70.9 44.6 34.7 26.7 15.5 8.4 1.6 -

20代 5 60.0 100.0 - - - 60.0 - -

30代 12 75.0 41.7 58.3 8.3 16.7 8.3 - -

40代 47 55.3 48.9 31.9 23.4 23.4 12.8 - -

50代 90 76.7 46.7 31.1 26.7 12.2 5.6 1.1 -

60代以上 97 73.2 38.1 38.1 32.0 15.5 6.2 3.1 -

149 75.8 45.0 28.9 35.6 19.5 6.7 4.0 -

20代 7 28.6 71.4 - 28.6 - 14.3 - -

30代 22 81.8 45.5 36.4 36.4 9.1 9.1 - -

40代 34 76.5 41.2 26.5 32.4 23.5 5.9 5.9 -

50代 48 77.1 47.9 33.3 33.3 16.7 6.3 6.3 -

60代以上 38 78.9 39.5 26.3 42.1 28.9 5.3 2.6 -

165 70.9 47.3 32.7 24.8 19.4 5.5 1.8 -

79 70.9 44.3 35.4 38.0 10.1 11.4 2.5 -

39 69.2 30.8 23.1 28.2 17.9 17.9 2.6 -

55 80.0 52.7 34.5 34.5 18.2 5.5 5.5 -

62 75.8 40.3 32.3 30.6 17.7 4.8 1.6 -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

認知症の際、安心して暮らせる地域

その他 件数

そもそも家族の意識改善 1

地域というよりも施設 1

交通手段が使い易く、買い物がしやすい 1

特に無い 1

分からない 4

その他の意見 2
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3 第 46回秦野市市民の日について 
 

11 月３日に開催した秦野市市民の日について、市民の認知度及び情報収集の手段を調査するものです。 

 

（１） 第46回秦野市市民の日の参加状況 

 

「行った」が14.3%、一方で、「行かなかった」が85.8%となっています。 

 

□ Q5．第 46 回秦野市市民の日に行きましたか。［単一回答］ 

 

 

 

性別・年代別では大きな傾向差は見られませんでした。 

 

  

行った
行かな
かった

無回答

400 14.3 85.8 -

251 15.9 84.1 -

149 11.4 88.6 -

12 - 100.0 -

34 17.6 82.4 -

81 23.5 76.5 -

138 10.9 89.1 -

135 12.6 87.4 -

251 15.9 84.1 -

20代 5 - 100.0 -

30代 12 33.3 66.7 -

40代 47 25.5 74.5 -

50代 90 12.2 87.8 -

60代以上 97 13.4 86.6 -

149 11.4 88.6 -

20代 7 - 100.0 -

30代 22 9.1 90.9 -

40代 34 20.6 79.4 -

50代 48 8.3 91.7 -

60代以上 38 10.5 89.5 -

165 18.2 81.8 -

79 13.9 86.1 -

39 7.7 92.3 -

55 12.7 87.3 -

62 9.7 90.3 -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

第46回秦野市市民の日の参加状況
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（２） 秦野市市民の日の情報入手方法 

 

「広報はだの」が33.3%と最も高く、次いで「秦野市ホームページ」が15.8%、「新聞折り込みや市内公

共施設などに配架したプログラム」、「家族や友人の紹介」が10.5%となっています。 

 

□ Q6．Q5 で「行った」を選択した方にお聞きします。秦野市市民の日を何で知りましたか。［単一回答］ 

 

  

 

  

広報はだの
秦野市

ホームページ

新聞折り込
みや市内公
共施設など
に配架した
プログラム

家族や友人
の紹介

秦野市公式
ＬＩＮＥ

たまたま会
場近くを通り

かかった

市内公共施
設などに掲

示した
ポスター

秦野市公式
Ｘ

その他 無回答

57 33.3 15.8 10.5 10.5 7.0 5.3 3.5 1.8 12.3 -

40 27.5 15.0 12.5 12.5 7.5 7.5 5.0 2.5 10.0 -

17 47.1 17.6 5.9 5.9 5.9 - - - 17.6 -

- - - - - - - - - - -

6 16.7 - - 16.7 50.0 - - - 16.7 -

19 31.6 15.8 15.8 15.8 5.3 5.3 - - 10.5 -

15 33.3 26.7 6.7 6.7 - 6.7 13.3 6.7 - -

17 41.2 11.8 11.8 5.9 - 5.9 - - 23.5 -

40 27.5 15.0 12.5 12.5 7.5 7.5 5.0 2.5 10.0 -

20代 - - - - - - - - - - -

30代 4 - - - 25.0 50.0 - - - 25.0 -

40代 12 25.0 25.0 16.7 16.7 8.3 8.3 - - - -

50代 11 36.4 9.1 9.1 9.1 - 9.1 18.2 9.1 - -

60代以上 13 30.8 15.4 15.4 7.7 - 7.7 - - 23.1 -

17 47.1 17.6 5.9 5.9 5.9 - - - 17.6 -

20代 - - - - - - - - - - -

30代 2 50.0 - - - 50.0 - - - - -

40代 7 42.9 - 14.3 14.3 - - - - 28.6 -

50代 4 25.0 75.0 - - - - - - - -

60代以上 4 75.0 - - - - - - - 25.0 -

30 36.7 10.0 16.7 6.7 10.0 6.7 6.7 3.3 3.3 -

11 45.5 9.1 - 9.1 - 9.1 - - 27.3 -

3 - 33.3 - 33.3 - - - - 33.3 -

7 14.3 28.6 14.3 14.3 14.3 - - - 14.3 -

6 33.3 33.3 - 16.7 - - - - 16.7 -

（％）

全体
（実数）

秦野市市民の日の情報入手方法

  全  体

性別
男性
女性

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

その他 件数

恒例なので 1

例年の行事なので刷り込まれている 1

介護施設 1

以前から行っているので 1

毎年行っていることを知っていたから 1

毎年行っているから 1

毎年参加しているから知っている 1
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（３） 秦野市市民の日の好評イベント 

 

「私の個店（飲食物の販売）」が50.9%と最も高く、次いで「ＯＭＯＴＡＮグルメフェス」が47.4%、

「私の個店（手作り品やリサイクル品の販売）」が29.8%となっています。 

 

□ Q7．Q5 で「行った」を選択した方にお聞きします。特に良かったと思うイベントは何ですか。［複数回答］ 

 

  

 

  

私の個店
（飲食物の

販売）

ＯＭＯＴＡＮ
グルメ
フェス

私の個店
（手作り品
やリサイク

ル品の
販売）

ステージパ
フォーマン
スショー

（キッズダン
スやフラダ
ンスなど）

消防
パレード

行政コー
ナー（秦野

市や関係自
治体・機関

のＰＲ
コーナー）

大抽選会 特にない その他 無回答

57 50.9 47.4 29.8 19.3 19.3 14.0 12.3 3.5 - -

40 50.0 50.0 27.5 22.5 12.5 12.5 15.0 5.0 - -

17 52.9 41.2 35.3 11.8 35.3 17.6 5.9 - - -

- - - - - - - - - - -

6 50.0 50.0 16.7 16.7 33.3 - - - - -

19 47.4 52.6 42.1 5.3 21.1 15.8 15.8 5.3 - -

15 66.7 46.7 20.0 26.7 20.0 26.7 13.3 - - -

17 41.2 41.2 29.4 29.4 11.8 5.9 11.8 5.9 - -

40 50.0 50.0 27.5 22.5 12.5 12.5 15.0 5.0 - -

20代 - - - - - - - - - - -

30代 4 50.0 75.0 25.0 - 25.0 - - - - -

40代 12 41.7 58.3 33.3 8.3 16.7 8.3 25.0 8.3 - -

50代 11 63.6 45.5 18.2 27.3 18.2 27.3 9.1 - - -

60代以上 13 46.2 38.5 30.8 38.5 - 7.7 15.4 7.7 - -

17 52.9 41.2 35.3 11.8 35.3 17.6 5.9 - - -

20代 - - - - - - - - - - -

30代 2 50.0 - - 50.0 50.0 - - - - -

40代 7 57.1 42.9 57.1 - 28.6 28.6 - - - -

50代 4 75.0 50.0 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0 - - -

60代以上 4 25.0 50.0 25.0 - 50.0 - - - - -

30 56.7 56.7 30.0 16.7 13.3 16.7 10.0 3.3 - -

11 54.5 27.3 18.2 18.2 9.1 9.1 - 9.1 - -

3 33.3 33.3 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3 - - -

7 42.9 42.9 28.6 14.3 57.1 14.3 14.3 - - -

6 33.3 50.0 33.3 33.3 16.7 - 33.3 - - -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

秦野市市民の日の好評イベント
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4 秦野市長選挙について 
 

 今後の秦野市長選挙の投票率向上に向けて、市民の投票状況や意向を調査するものです。 

 

（１） 秦野市長選挙の参加状況 

 

「行った」が55.0%と最も高く、次いで「行かなかった」が39.5%、「答えたくない」が5.5%となって

います。 

 

□ Q8．令和８年１月 25 日の秦野市長選挙の投票に行きましたか。［単一回答］ 

 

 

 

年代別に見ると、「行かなかった」は、年代が上がるにつれて概ね低くなる傾向があります。 

 

  

行った
行かな
かった

答えたく
ない

無回答

400 55.0 39.5 5.5 -

251 56.2 38.2 5.6 -

149 53.0 41.6 5.4 -

12 33.3 50.0 16.7 -

34 44.1 47.1 8.8 -

81 58.0 39.5 2.5 -

138 51.4 39.9 8.7 -

135 61.5 36.3 2.2 -

251 56.2 38.2 5.6 -

20代 5 20.0 60.0 20.0 -

30代 12 58.3 25.0 16.7 -

40代 47 57.4 40.4 2.1 -

50代 90 52.2 40.0 7.8 -

60代以上 97 60.8 36.1 3.1 -

149 53.0 41.6 5.4 -

20代 7 42.9 42.9 14.3 -

30代 22 36.4 59.1 4.5 -

40代 34 58.8 38.2 2.9 -

50代 48 50.0 39.6 10.4 -

60代以上 38 63.2 36.8 - -

165 55.8 39.4 4.8 -

79 50.6 44.3 5.1 -

39 61.5 33.3 5.1 -

55 54.5 40.0 5.5 -

62 54.8 37.1 8.1 -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

秦野市長選挙の参加状況
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（２） 投票に行った理由 

 

「市民としての意思表示をするため」が70.5%と最も高く、次いで「投票に行くのは当たり前だと思うた

め」が59.5%、「投票したい候補者がいたため」が18.6%となっています。 

 

□ Q9．Q8 で「行った」を選択した方にお聞きします。投票に行った理由は何ですか。［３つまで選択可］ 

 

  

 

性別に見ると、「市民としての意思表示をするため」は、女性の方が高くなっています。 

 

  

市民として
の意思表示
をするため

投票に行く
のは当たり
前だと思う

ため

投票したい
候補者が
いたため

期待してい
る政策が

あったため

仕事や家庭
の事情、自
身の体調が

良かった
ため

投票所まで
の移動手段
を確保でき

たため

広報はだの
や市ホーム
ページ、市
公式ＳＮＳ
などの啓発
活動で選挙
情報を得た

ため

その他 無回答

220 70.5 59.5 18.6 5.9 2.3 2.3 2.3 2.7 -

141 67.4 58.9 19.9 7.1 1.4 1.4 2.8 2.8 -

79 75.9 60.8 16.5 3.8 3.8 3.8 1.3 2.5 -

4 50.0 75.0 - - 25.0 - - - -

15 60.0 60.0 6.7 - 13.3 - - 6.7 -

47 78.7 46.8 21.3 4.3 2.1 2.1 - 2.1 -

71 69.0 54.9 15.5 7.0 - 4.2 4.2 1.4 -

83 69.9 69.9 22.9 7.2 1.2 1.2 2.4 3.6 -

141 67.4 58.9 19.9 7.1 1.4 1.4 2.8 2.8 -

20代 1 - 100.0 - - - - - - -

30代 7 71.4 42.9 14.3 - 14.3 - - - -

40代 27 70.4 44.4 18.5 7.4 3.7 3.7 - 3.7 -

50代 47 66.0 55.3 17.0 6.4 - - 4.3 2.1 -

60代以上 59 67.8 69.5 23.7 8.5 - 1.7 3.4 3.4 -

79 75.9 60.8 16.5 3.8 3.8 3.8 1.3 2.5 -

20代 3 66.7 66.7 - - 33.3 - - - -

30代 8 50.0 75.0 - - 12.5 - - 12.5 -

40代 20 90.0 50.0 25.0 - - - - - -

50代 24 75.0 54.2 12.5 8.3 - 12.5 4.2 - -

60代以上 24 75.0 70.8 20.8 4.2 4.2 - - 4.2 -

92 69.6 54.3 16.3 6.5 1.1 2.2 1.1 2.2 -

40 70.0 60.0 17.5 7.5 2.5 5.0 - 5.0 -

24 62.5 66.7 25.0 4.2 - - 8.3 4.2 -

30 80.0 60.0 20.0 3.3 10.0 3.3 3.3 3.3 -

34 70.6 67.6 20.6 5.9 - - 2.9 - -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

投票に行った理由

その他 件数

妻に付き合って 1

権利を行使するため 1

票がもったいないので 1

数年経てば新しい力と交代が良い 1

ない 1

その他の意見 1
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（３） 投票に行かなかった理由 

  

「投票したい候補者がいなかったため」が31.0%と最も高く、次いで「仕事や家庭の事情、自身の体調が

良くなかったため」が17.7%、「投票に行くことが面倒であるため」、「誰に投票すればいいのか分からなか

ったため」が13.9%となっています。 

 

□ Q10．Q8 で「行かなかった」を選択した方にお聞きします。投票に行かなかった理由は何ですか。［３つまで選択可］ 

 

 

 

 

性別に見ると、「投票したい候補者がいなかったため」は、男性の方が高くなっています。一方で、「誰に

投票すればいいのか分からなかったため」、「市の選挙情報の周知・啓発活動が不十分だったため」は、女性

の方が高くなっています。 

 

  

投票したい
候補者がい

なかった
ため

仕事や家庭
の事情、自
身の体調が
良くなかった

ため

投票に行くこ
とが面倒

であるため

誰に投票す
ればいいの
か分からな
かったため

投票日を知
らなかった

ため

市の選挙情
報の周知・
啓発活動が

不十分
だったため

投票すること
にメリットを
感じない

ため

政治に関心
がないため

自分の１票
では、社会
は変わらな
いと思う

ため

投票所まで
の移動手段
がなかった

ため

その他 無回答

158 31.0 17.7 13.9 13.9 8.9 8.2 8.2 7.6 7.0 1.3 12.7 -

96 35.4 18.8 15.6 9.4 8.3 4.2 8.3 8.3 5.2 1.0 14.6 -

62 24.2 16.1 11.3 21.0 9.7 14.5 8.1 6.5 9.7 1.6 9.7 -

6 16.7 16.7 - 16.7 16.7 - 16.7 16.7 16.7 - 16.7 -

16 37.5 6.3 25.0 6.3 6.3 6.3 12.5 6.3 - - 12.5 -

32 25.0 21.9 9.4 6.3 15.6 15.6 - 6.3 6.3 - 12.5 -

55 30.9 21.8 16.4 18.2 9.1 5.5 12.7 9.1 7.3 3.6 9.1 -

49 34.7 14.3 12.2 16.3 4.1 8.2 6.1 6.1 8.2 - 16.3 -

96 35.4 18.8 15.6 9.4 8.3 4.2 8.3 8.3 5.2 1.0 14.6 -

20代 3 33.3 33.3 - 33.3 - - - - 33.3 - 33.3 -

30代 3 33.3 - - - 33.3 - - - - - 33.3 -

40代 19 26.3 10.5 15.8 - 21.1 10.5 - 5.3 - - 21.1 -

50代 36 38.9 27.8 19.4 8.3 5.6 - 13.9 13.9 5.6 2.8 8.3 -

60代以上 35 37.1 14.3 14.3 14.3 2.9 5.7 8.6 5.7 5.7 - 14.3 -

62 24.2 16.1 11.3 21.0 9.7 14.5 8.1 6.5 9.7 1.6 9.7 -

20代 3 - - - - 33.3 - 33.3 33.3 - - - -

30代 13 38.5 7.7 30.8 7.7 - 7.7 15.4 7.7 - - 7.7 -

40代 13 23.1 38.5 - 15.4 7.7 23.1 - 7.7 15.4 - - -

50代 19 15.8 10.5 10.5 36.8 15.8 15.8 10.5 - 10.5 5.3 10.5 -

60代以上 14 28.6 14.3 7.1 21.4 7.1 14.3 - 7.1 14.3 - 21.4 -

65 29.2 23.1 9.2 9.2 10.8 7.7 4.6 7.7 4.6 - 13.8 -

35 34.3 17.1 17.1 20.0 - 5.7 20.0 5.7 11.4 - 8.6 -

13 38.5 7.7 30.8 15.4 15.4 - 7.7 7.7 7.7 - - -

22 22.7 13.6 9.1 18.2 13.6 18.2 - 9.1 13.6 - 22.7 -

23 34.8 13.0 17.4 13.0 8.7 8.7 8.7 8.7 - 8.7 13.0 -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

投票に行かなかった理由

  全  体

性別
男性
女性

その他 件数

期日前投票に行った 2

忘れていた 2

他の用事があったため 2

体調不良 2

知らなかった 1

忙しくしていたので 1

市長レベルではさほど変わらないから 1

体調が悪く外出できなかった為 1

行く予定だったが、急用が入ったため 1

近くに投票所があるのにも関わらず遠くの投票所でな

いと投票できないため
1

単身赴任 1

現市長が当選すると思っていたから 1

先週、主人の入院・手術がありそれどころではない 1

母が亡くなり選挙どころでなかった 1

期待できなかったため 1

その他の意見 1
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5 有機農産物について 
 

有機農産物※や化学農薬・肥料を低減した農産物に対する、市民の意識を調査するものです。 

※化学的に合成された肥料や農薬、遺伝子組換え技術を利用せず、環境への負荷を低減する方法で栽 

培された農産物 

 

（１） 有機農産物や化学農薬・肥料を低減した農産物の購入時の意識 

 

「食の安全性」が58.3%と最も高く、次いで「味の良さ」が28.8%、「特に意識せず購入している」が

22.8%となっています。 

 

□ Q11．有機農産物や化学農薬・肥料を低減した農産物を購入するときに、意識することは何ですか。［複数回答］ 

 

  

 

性別に見ると、「食の安全性」は、女性の方が高くなっています。一方で、「特に意識せず購入している」

は、男性の方が高くなっています。 

 

  

食の安全性 味の良さ
特に意識せ
ず購入して

いる

信頼できる
農家や
ブランド

環境への負
荷を減らす
ことへの

貢献

購入したい
と思わない

その他 無回答

400 58.3 28.8 22.8 22.5 15.8 9.3 1.0 -

251 53.8 27.9 26.7 21.1 13.9 8.8 1.2 -

149 65.8 30.2 16.1 24.8 18.8 10.1 0.7 -

12 41.7 33.3 - 16.7 25.0 41.7 - -

34 58.8 38.2 17.6 23.5 8.8 11.8 - -

81 53.1 27.2 28.4 23.5 13.6 9.9 - -

138 55.8 29.0 23.9 18.8 15.2 11.6 0.7 -

135 65.2 26.7 21.5 25.9 18.5 3.0 2.2 -

251 53.8 27.9 26.7 21.1 13.9 8.8 1.2 -

20代 5 40.0 40.0 - 40.0 20.0 40.0 - -

30代 12 66.7 33.3 16.7 16.7 8.3 8.3 - -

40代 47 48.9 25.5 31.9 23.4 8.5 10.6 - -

50代 90 47.8 31.1 31.1 15.6 13.3 12.2 1.1 -

60代以上 97 60.8 24.7 22.7 24.7 17.5 3.1 2.1 -

149 65.8 30.2 16.1 24.8 18.8 10.1 0.7 -

20代 7 42.9 28.6 - - 28.6 42.9 - -

30代 22 54.5 40.9 18.2 27.3 9.1 13.6 - -

40代 34 58.8 29.4 23.5 23.5 20.6 8.8 - -

50代 48 70.8 25.0 10.4 25.0 18.8 10.4 - -

60代以上 38 76.3 31.6 18.4 28.9 21.1 2.6 2.6 -

165 55.8 24.2 25.5 18.8 15.8 9.7 0.6 -

79 55.7 34.2 17.7 20.3 11.4 17.7 1.3 -

39 53.8 41.0 20.5 25.6 17.9 7.7 2.6 -

55 65.5 30.9 23.6 25.5 16.4 1.8 1.8 -

62 64.5 24.2 22.6 30.6 19.4 4.8 - -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

有機農産物や化学農薬・肥料を低減した農産物の購入時の意識

その他 件数

金額 1

安ければ買う 1

買わない 1

分からない 1
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（２） 有機農産物や化学農薬・肥料を低減した農産物の購入時の許容価格 

 

「通常の農産物の１.５倍まで（１００円であれば１５０円まで）」が36.5%と最も高く、次いで「通常の

農産物と同じ価格まで」が32.5%、「通常の農産物の2倍まで（１００円であれば２００円まで）」が

14.5%となっています。 

 

□ Q12．有機農産物や化学農薬・肥料を低減した農産物を購入するときに、あなたが許容できる価格として最も当てはまるものはどれ

ですか。［単一回答］ 

 

 

 

性別に見ると、「通常の農産物と同じ価格まで」は、男性の方が高くなっています。一方で、「通常の農産

物の1.5 倍まで（100円であれば150円まで）」は、女性の方が高くなっています。 

年代別に見ると、「通常の農産物と同じ価格まで」は、年代が上がるにつれて概ね高くなる傾向がありま

す。 

  

通常の農産
物の３倍ま
で（１００円
であれば

３００円まで)

通常の農産
物の２倍ま
で（１００円
であれば

２００円まで)

通常の農産
物の１.５倍ま
で（１００円
であれば

１５０円まで)

通常の農産
物と同じ
価格まで

価格は気に
していない

分からない 無回答

400 2.3 14.5 36.5 32.5 6.3 8.0 -

251 2.4 13.5 31.9 36.7 7.6 8.0 -

149 2.0 16.1 44.3 25.5 4.0 8.1 -

12 - 8.3 41.7 8.3 - 41.7 -

34 2.9 5.9 41.2 29.4 11.8 8.8 -

81 1.2 21.0 33.3 29.6 4.9 9.9 -

138 3.6 12.3 36.2 34.1 5.8 8.0 -

135 1.5 15.6 37.0 35.6 6.7 3.7 -

251 2.4 13.5 31.9 36.7 7.6 8.0 -

20代 5 - 20.0 20.0 20.0 - 40.0 -

30代 12 8.3 - 50.0 25.0 16.7 - -

40代 47 2.1 19.1 23.4 31.9 6.4 17.0 -

50代 90 2.2 12.2 30.0 37.8 7.8 10.0 -

60代以上 97 2.1 13.4 36.1 40.2 7.2 1.0 -

149 2.0 16.1 44.3 25.5 4.0 8.1 -

20代 7 - - 57.1 - - 42.9 -

30代 22 - 9.1 36.4 31.8 9.1 13.6 -

40代 34 - 23.5 47.1 26.5 2.9 - -

50代 48 6.3 12.5 47.9 27.1 2.1 4.2 -

60代以上 38 - 21.1 39.5 23.7 5.3 10.5 -

165 3.0 16.4 40.0 28.5 4.2 7.9 -

79 - 11.4 34.2 34.2 10.1 10.1 -

39 2.6 10.3 35.9 35.9 10.3 5.1 -

55 3.6 21.8 36.4 25.5 3.6 9.1 -

62 1.6 9.7 30.6 45.2 6.5 6.5 -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

有機農産物や化学農薬・肥料を低減した農産物の購入時の許容価格

  全  体

性別
男性
女性
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（３） 有機農産物や化学農薬・肥料を低減した農産物の選択希望 

 

「日常的に使う葉物野菜（ホウレンソウ、小松菜など）」が52.0%と最も高く、次いで「主食として食べ

るコメ」が42.0%、「季節の野菜（トマト、ナス、キュウリなど）」が39.0%となっています。 

 

□ Q13．次の品目のうち、有機農産物や化学農薬・肥料を低減した農産物を選びたいと思うのは何ですか。［複数回答］ 

 

 

 

 性別に見ると、概ね女性の方が高くなっています。特に、「季節の野菜（トマト、ナス、キュウリなど）」

は、女性の方が高くなっています。 

年代別に見ると、「特にない」は、年代が上がるにつれて概ね低くなる傾向があります。 

 

   

日常的に使
う葉物野菜
（ホウレンソ
ウ、小松菜

など）

主食として
食べるコメ

季節の野菜
（トマト、ナ

ス、キュウリ
など）

根菜類（ニ
ンジン、ジャ
ガイモ、大
根など）

果物（ミカ
ン、リンゴ、
ブドウなど）

パンや麺
類、納豆な
どの加工原
料になる穀
物（小麦、
大豆など）

秦野産の
農産物

子供用の果
物やおやつ

用食材
特にない その他 無回答

400 52.0 42.0 39.0 35.0 28.3 19.3 18.0 12.8 26.8 - -

251 49.8 39.0 33.5 33.1 23.5 15.5 15.5 9.6 28.7 - -

149 55.7 47.0 48.3 38.3 36.2 25.5 22.1 18.1 23.5 - -

12 50.0 33.3 33.3 16.7 25.0 16.7 8.3 33.3 41.7 - -

34 26.5 26.5 20.6 20.6 26.5 5.9 17.6 14.7 38.2 - -

81 37.0 39.5 32.1 29.6 32.1 9.9 16.0 17.3 30.9 - -

138 53.6 44.9 37.7 36.2 26.1 22.5 18.1 12.3 26.8 - -

135 65.9 45.2 49.6 42.2 28.9 25.2 20.0 8.1 20.0 - -

251 49.8 39.0 33.5 33.1 23.5 15.5 15.5 9.6 28.7 - -

20代 5 60.0 20.0 40.0 - 20.0 20.0 - 40.0 40.0 - -

30代 12 41.7 25.0 16.7 33.3 25.0 8.3 16.7 8.3 25.0 - -

40代 47 23.4 34.0 19.1 25.5 19.1 8.5 17.0 10.6 42.6 - -

50代 90 48.9 41.1 31.1 33.3 24.4 16.7 15.6 10.0 31.1 - -

60代以上 97 63.9 42.3 44.3 38.1 24.7 18.6 15.5 7.2 19.6 - -

149 55.7 47.0 48.3 38.3 36.2 25.5 22.1 18.1 23.5 - -

20代 7 42.9 42.9 28.6 28.6 28.6 14.3 14.3 28.6 42.9 - -

30代 22 18.2 27.3 22.7 13.6 27.3 4.5 18.2 18.2 45.5 - -

40代 34 55.9 47.1 50.0 35.3 50.0 11.8 14.7 26.5 14.7 - -

50代 48 62.5 52.1 50.0 41.7 29.2 33.3 22.9 16.7 18.8 - -

60代以上 38 71.1 52.6 63.2 52.6 39.5 42.1 31.6 10.5 21.1 - -

165 45.5 41.8 31.5 30.9 24.2 13.3 14.5 10.3 29.1 - -

79 44.3 40.5 38.0 26.6 29.1 20.3 11.4 13.9 29.1 - -

39 59.0 35.9 41.0 35.9 25.6 23.1 20.5 15.4 33.3 - -

55 65.5 49.1 54.5 50.9 40.0 27.3 32.7 23.6 14.5 - -

62 62.9 41.9 45.2 41.9 29.0 24.2 21.0 6.5 24.2 - -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

有機農産物や化学農薬・肥料を低減した農産物の選択希望



 

22 

 

6 表丹沢の魅力づくりについて 
 

表丹沢のさらなる魅力づくりに向けて、表丹沢に対する市民の認知度や期待する取組みを調査するもので

す。 

 

（１） 「ＯＭＯＴＡＮ」ロゴマークの認知度 

   

「知っている」が79.8%と最も高く、次いで「見たことはあるが表丹沢のロゴマークであることは知らな

かった」が10.3%、「知らない」が10.0%となっています。 

 

□ Q14．表丹沢の魅力を象徴するロゴマーク「ＯＭＯＴＡＮ」（右図）を知っていますか。［単一回答］ 

 

 
 

年代別に見ると、「見たことはあるが表丹沢のロゴマークであることは知らなかった」は、年代が上がるに

つれて概ね高くなる傾向があります。 

 

   

知っている

見たことは
あるが表丹
沢のロゴ

マークであ
ることは知
らなかった

知らない 無回答

400 79.8 10.3 10.0 -

251 78.9 10.8 10.4 -

149 81.2 9.4 9.4 -

12 66.7 - 33.3 -

34 88.2 5.9 5.9 -

81 77.8 7.4 14.8 -

138 80.4 11.6 8.0 -

135 79.3 12.6 8.1 -

251 78.9 10.8 10.4 -

20代 5 80.0 - 20.0 -

30代 12 83.3 8.3 8.3 -

40代 47 76.6 6.4 17.0 -

50代 90 78.9 11.1 10.0 -

60代以上 97 79.4 13.4 7.2 -

149 81.2 9.4 9.4 -

20代 7 57.1 - 42.9 -

30代 22 90.9 4.5 4.5 -

40代 34 79.4 8.8 11.8 -

50代 48 83.3 12.5 4.2 -

60代以上 38 78.9 10.5 10.5 -

165 78.8 8.5 12.7 -

79 75.9 13.9 10.1 -

39 84.6 7.7 7.7 -

55 85.5 9.1 5.5 -

62 79.0 12.9 8.1 -

「ＯＭＯＴＡＮ」ロゴマークの認知度

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職
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（２） 表丹沢の魅力づくりに対し希望する取組み 

  

「トイレ、休憩施設などの充実」が40.0%と最も高く、次いで「飲食店の充実」が26.0%、「駅やインタ

ーチェンジと観光地を結ぶ移動手段の充実」が25.5%となっています。 

 

□ Q15．表丹沢の魅力づくりを進めるうえで、今後どのような取組みを期待しますか。［３つまで選択可］ 

 

 

 

性別に見ると、「トイレ、休憩所などの充実」は、男性の方が高くなっています。 

 

  

トイレ、休憩
施設などの

充実

飲食店の
充実

駅やイン
ターチェン
ジと観光地
を結ぶ移動
手段の充実

農林産物や
特産品の販
売所の充実

駐車場の
充実

登山道など
の整備

遊び・体験
イベントの
紹介や相

談、道具の
レンタルが
できる総合
案内所の

整備

キャンプ・
バーベ

キューや森
林セラピー
などの体験
イベントの

充実

登山やサイ
クリング、ク
ライミング、
観光農園な
どの遊び・
体験イベン
トが予約
できる

システム

観光農園の
充実

観光地や施
設などの案
内看板の

充実

特にない その他 無回答

400 40.0 26.0 25.5 24.0 23.8 20.5 10.8 10.3 10.3 7.8 6.8 17.8 3.0 -

251 42.6 25.5 25.1 23.1 25.1 21.5 10.0 11.2 10.0 7.2 7.2 16.7 2.8 -

149 35.6 26.8 26.2 25.5 21.5 18.8 12.1 8.7 10.7 8.7 6.0 19.5 3.4 -

12 - 16.7 33.3 33.3 - - - 16.7 16.7 - 8.3 50.0 - -

34 44.1 38.2 23.5 20.6 29.4 14.7 14.7 - 8.8 5.9 5.9 17.6 - -

81 29.6 32.1 18.5 21.0 14.8 16.0 9.9 14.8 12.3 9.9 7.4 17.3 4.9 -

138 37.7 24.6 30.4 23.9 27.5 23.9 10.1 12.3 11.6 7.2 3.6 15.9 2.9 -

135 51.1 21.5 24.4 25.9 25.9 23.0 11.9 7.4 7.4 8.1 9.6 17.0 3.0 -

251 42.6 25.5 25.1 23.1 25.1 21.5 10.0 11.2 10.0 7.2 7.2 16.7 2.8 -

20代 5 - 40.0 40.0 40.0 - - - - 40.0 - 20.0 40.0 - -

30代 12 75.0 33.3 8.3 16.7 58.3 16.7 16.7 - 16.7 8.3 - - - -

40代 47 31.9 31.9 17.0 19.1 8.5 17.0 12.8 12.8 8.5 8.5 8.5 21.3 2.1 -

50代 90 37.8 24.4 34.4 21.1 27.8 24.4 7.8 15.6 13.3 4.4 3.3 14.4 3.3 -

60代以上 97 50.5 21.6 21.6 26.8 27.8 22.7 10.3 8.2 5.2 9.3 10.3 17.5 3.1 -

149 35.6 26.8 26.2 25.5 21.5 18.8 12.1 8.7 10.7 8.7 6.0 19.5 3.4 -

20代 7 - - 28.6 28.6 - - - 28.6 - - - 57.1 - -

30代 22 27.3 40.9 31.8 22.7 13.6 13.6 13.6 - 4.5 4.5 9.1 27.3 - -

40代 34 26.5 32.4 20.6 23.5 23.5 14.7 5.9 17.6 17.6 11.8 5.9 11.8 8.8 -

50代 48 37.5 25.0 22.9 29.2 27.1 22.9 14.6 6.3 8.3 12.5 4.2 18.8 2.1 -

60代以上 38 52.6 21.1 31.6 23.7 21.1 23.7 15.8 5.3 13.2 5.3 7.9 15.8 2.6 -

165 34.5 29.7 27.3 24.8 20.6 24.2 11.5 10.9 12.1 7.9 6.7 16.4 1.8 -

79 35.4 35.4 21.5 22.8 22.8 10.1 10.1 11.4 7.6 10.1 5.1 20.3 7.6 -

39 48.7 20.5 30.8 23.1 28.2 12.8 10.3 15.4 10.3 7.7 12.8 10.3 5.1 -

55 45.5 18.2 27.3 18.2 34.5 23.6 14.5 7.3 9.1 5.5 3.6 18.2 1.8 -

62 50.0 14.5 21.0 29.0 21.0 25.8 6.5 6.5 9.7 6.5 8.1 22.6 - -

（％）

全体
（実数）

表丹沢の魅力づくりに対し希望する取組み

  全  体

性別
男性
女性

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

その他 件数

財産区議会とのコラボ 1

SNSによるPR 1

登山口までのバス。特にヤビツ峠。小型バスでいいので朝、

15時位の便が必要。
1

大規模商業施設の誘致 1

熊対策 1

動物と触れ合える施設 1

キャラクターの刷新 1

交通事故の不安ない、ガードレール万全整備。歩行者のため

の秦野市。自転車じゃない、車のためでもない。都内と同じ

歩行者第一

1

ショッピングできる所 1

インクルーシブ公園 1

新東名のサービスエリアを、野菜、果物、肉、魚等色々買え

る地元の人も行きやすいお店にしてほしい
1
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7 女子野球タウンについて 
 

本市は、令和４年に全国で13番目、県内では初となる「女子野球タウン」に認定されてから、全国大会

の開催や侍ジャパン女子代表の合宿を受け入れるなど、女子野球の普及推進に取り組んできました。このよ

うな取組みを進める中で、市民の「女子野球タウンはだの」に対する認知度を調査するものです。 

 

（１） 女子野球の普及推進の認知度 

 

「知っている」が23.3%、一方で、「知らない」が76.8%となっています。 

 

□ Q16．秦野市が県内唯一の「女子野球タウン」として、女子野球の普及推進に取り組んでいることを知っていますか。［単一回答］ 

 

 

 

性別に見ると、「知っている」は、男性の方が高くなっています。 

 

   

知っている 知らない 無回答

400 23.3 76.8 -

251 27.5 72.5 -

149 16.1 83.9 -

12 - 100.0 -

34 20.6 79.4 -

81 19.8 80.2 -

138 26.1 73.9 -

135 25.2 74.8 -

251 27.5 72.5 -

20代 5 - 100.0 -

30代 12 33.3 66.7 -

40代 47 23.4 76.6 -

50代 90 27.8 72.2 -

60代以上 97 29.9 70.1 -

149 16.1 83.9 -

20代 7 - 100.0 -

30代 22 13.6 86.4 -

40代 34 14.7 85.3 -

50代 48 22.9 77.1 -

60代以上 38 13.2 86.8 -

165 20.6 79.4 -

79 25.3 74.7 -

39 28.2 71.8 -

55 23.6 76.4 -

62 24.2 75.8 -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

女子野球の普及推進の認知度
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8 秦野市電子地域通貨・ＯＭＯＴＡＮコインについて 
 

「使えば使うほど地域が元気になるお金」ＯＭＯＴＡＮコインを円滑に運用するため、市民の意識を調査

するものです。 

 

（１） 「ＯＭＯＴＡＮコインアプリ」に対し強化を希望する機能 

 

「買い物時のポイント還元率」が34.3%と最も高く、次いで「対象店舗で利用できるクーポン券」が

15.8%、「チャージメニュー」が14.5%となっています。 

 

□ Q17．強化した方が良いと思う「ＯＭＯＴＡＮコインアプリ」の機能は何ですか。［３つまで選択可］ 

 

  

 

性別・年代別では大きな傾向差は見られませんでした。 

  

買い物時の
ポイント
還元率

対象店舗で
利用できる
クーポン券

チャージ
メニュー

クーポン券
（裏メ

ニュー。ＯＭ
ＯＴＡＮコイ
ンアプリ

限定のクー
ポン券）

健康ウォー
キング
ポイント

地域貢献事
業での活用
（街の清掃
に参加した
方へのポイ

ント配布
など）

納付書支払
い機能（公
共料金の

支払いなど)

商店街など
のイベント
での活用

プッシュ配
信機能（実
施中のキャ
ンペーンの
お知らせ

など）

送金機能

Ｅチケット機
能（イベント
の参加券や

回数券
など）

デジタルス
タンプラリー

機能

「ＰｉｃｋＵｐ」
及び「おトク
＆便利」バ
ナー（商店
街イベント

の広告
など）

特にない

ＯＭＯＴＡＮ
コインアプリ

を知らな
い、ダウン
ロードして

いない

その他 無回答

400 34.3 15.8 14.5 12.5 10.8 6.3 5.3 5.3 5.0 3.8 2.8 2.3 2.0 20.3 24.5 4.8 -

251 33.9 15.9 15.1 10.8 10.8 6.8 6.4 6.8 4.0 5.2 2.8 2.4 2.8 20.3 23.1 3.6 -

149 34.9 15.4 13.4 15.4 10.7 5.4 3.4 2.7 6.7 1.3 2.7 2.0 0.7 20.1 26.8 6.7 -

12 8.3 - 8.3 8.3 25.0 8.3 - - - - - - - 41.7 33.3 - -

34 41.2 23.5 17.6 20.6 8.8 2.9 8.8 5.9 2.9 5.9 2.9 - - 17.6 23.5 2.9 -

81 30.9 16.0 19.8 12.3 7.4 6.2 6.2 7.4 7.4 7.4 4.9 4.9 2.5 12.3 25.9 4.9 -

138 31.2 13.8 13.8 12.3 9.4 8.0 6.5 4.3 2.2 2.9 3.6 2.2 1.4 23.2 26.8 4.3 -

135 40.0 17.0 11.9 11.1 13.3 5.2 3.0 5.2 7.4 2.2 0.7 1.5 3.0 20.7 20.7 5.9 -

251 33.9 15.9 15.1 10.8 10.8 6.8 6.4 6.8 4.0 5.2 2.8 2.4 2.8 20.3 23.1 3.6 -

20代 5 20.0 - - 20.0 40.0 20.0 - - - - - - - 40.0 20.0 - -

30代 12 41.7 33.3 8.3 16.7 8.3 8.3 16.7 8.3 8.3 16.7 8.3 - - 25.0 8.3 - -

40代 47 31.9 17.0 27.7 6.4 6.4 6.4 6.4 10.6 4.3 8.5 8.5 4.3 4.3 14.9 19.1 4.3 -

50代 90 28.9 12.2 14.4 13.3 8.9 6.7 10.0 5.6 2.2 4.4 2.2 2.2 2.2 23.3 26.7 3.3 -

60代以上 97 39.2 17.5 11.3 9.3 13.4 6.2 2.1 6.2 5.2 3.1 - 2.1 3.1 18.6 23.7 4.1 -

149 34.9 15.4 13.4 15.4 10.7 5.4 3.4 2.7 6.7 1.3 2.7 2.0 0.7 20.1 26.8 6.7 -

20代 7 - - 14.3 - 14.3 - - - - - - - - 42.9 42.9 - -

30代 22 40.9 18.2 22.7 22.7 9.1 - 4.5 4.5 - - - - - 13.6 31.8 4.5 -

40代 34 29.4 14.7 8.8 20.6 8.8 5.9 5.9 2.9 11.8 5.9 - 5.9 - 8.8 35.3 5.9 -

50代 48 35.4 16.7 12.5 10.4 10.4 10.4 - 2.1 2.1 - 6.3 2.1 - 22.9 27.1 6.3 -

60代以上 38 42.1 15.8 13.2 15.8 13.2 2.6 5.3 2.6 13.2 - 2.6 - 2.6 26.3 13.2 10.5 -

165 30.3 15.2 15.8 11.5 12.7 6.1 7.3 6.7 4.8 5.5 4.2 3.6 1.8 18.8 26.1 2.4 -

79 31.6 13.9 12.7 19.0 7.6 8.9 1.3 2.5 3.8 3.8 3.8 1.3 3.8 21.5 26.6 6.3 -

39 30.8 17.9 15.4 15.4 7.7 7.7 5.1 10.3 2.6 - - - - 15.4 28.2 7.7 -

55 45.5 16.4 14.5 10.9 9.1 7.3 5.5 3.6 7.3 - 1.8 3.6 - 18.2 25.5 5.5 -

62 40.3 17.7 12.9 6.5 12.9 1.6 4.8 3.2 6.5 4.8 - - 3.2 27.4 14.5 6.5 -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

「OMOTANコインアプリ」に対し強化を希望する機能

  全  体

性別
男性
女性

その他 件数

使える店舗を増やす 4

対象店舗が少なくて使う気にならない 1

小売店が少なすぎて買いたい店がない。大型店の使用率を上げてもらいたい 1

スマホを持っていない人に対する不公平感の解消 1

スマホでなくプリペイドカード方式にしてほしい 1

銀行口座チャージで銀行をサポート 1

小型店舗のポイント付与維持 1

そもそもＯＭＯＴＡＮコインを知らなかったからわからずもっとちゃんと

市民に説明して欲しいし、新聞とってないし広報もわからず
1

ほかのポイントや電子マネーとの換金・交換を可能にする、幅を広げる 1

アプリ自体が使いにくいので改善すべき 1

クレジットカードでのチャージ 1

還元ポイントの合計額 1

チャージャーをもっと増やしてほしい。 1

その他の意見 3
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9 残薬について 
 

 予期せぬ副作用など、薬の誤った服用による身体への害の防止や医療費の適正化のため、市民の残薬に関

する意識を調査するものです。（残薬とは、飲み忘れや飲み残しなどで家に余ってしまった薬のこと） 

 

（１） 「残薬」の認知状況 

 

「どちらも知らなかった」が51.5%と最も高く、次いで「言葉と意味を知っていた」が27.0%、「言葉だ

け知っていた」が21.5%となっています。 

 

□ Q18．「残薬」という言葉と意味を知っていましたか。［単一回答］ 

 

 
 

性別に見ると、「言葉と意味を知っていた」は、女性の方が高くなっています。一方、「どちらも知らなか

った」は、男性の方が高くなっています。 

 

  

言葉と意味
を知って

いた

言葉だけ
知っていた

どちらも知
らなかった

無回答

400 27.0 21.5 51.5 -

251 23.5 21.1 55.4 -

149 32.9 22.1 45.0 -

12 - 25.0 75.0 -

34 23.5 26.5 50.0 -

81 29.6 23.5 46.9 -

138 26.1 14.5 59.4 -

135 29.6 25.9 44.4 -

251 23.5 21.1 55.4 -

20代 5 - 40.0 60.0 -

30代 12 25.0 16.7 58.3 -

40代 47 29.8 23.4 46.8 -

50代 90 16.7 14.4 68.9 -

60代以上 97 27.8 25.8 46.4 -

149 32.9 22.1 45.0 -

20代 7 - 14.3 85.7 -

30代 22 22.7 31.8 45.5 -

40代 34 29.4 23.5 47.1 -

50代 48 43.8 14.6 41.7 -

60代以上 38 34.2 26.3 39.5 -

165 22.4 21.8 55.8 -

79 30.4 20.3 49.4 -

39 25.6 10.3 64.1 -

55 32.7 29.1 38.2 -

62 30.6 22.6 46.8 -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

「残薬」の認知状況
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10 秦野市のデジタル化について 
 

暮らしをより便利にするため、デジタルを活用した行政サービスのニーズを調査するものです。 

 

（１） 市のデジタル化について希望する行政サービス 

 

「住民票・戸籍謄抄本・税務証明書などを並ばずに取得できる無人証明書発行機の本庁舎内への設置」が

55.3%と最も高く、次いで「窓口予約システムによる申請窓口などの事前予約」が44.5%、「住民に向けた

通知をデジタルで受け取ることができるサービス」が32.5%となっています。 

 

□ Q19．今後、市のデジタル化を進める中で、あった方が良いと思う行政サービスは何ですか。［複数回答］ 

  

 
 

 

性別に見ると、「住民に向けた通知をデジタルで受け取ることができるサービス」は男性の方が高くなって

います。一方、「特にない」は、女性の方が高くなっています。 

 

  

住民票・戸
籍謄抄本・
税務証明書
などを並ば
ずに取得で
きる無人証
明書発行機
の本庁舎内
への設置

窓口予約シ
ステムによ
る申請窓口
などの事前

予約

住民に向け
た通知をデ
ジタルで受
け取ること
ができる
サービス

ＡＩチャット
ボットによ

る問い合わ
せへの24時
間自動応答

オンライン
相談

ＡＩデマンド
交通（予約
に応じて最
適ルートで
走るバスや
タクシー）

特にない その他 無回答

400 55.3 44.5 32.5 20.0 19.8 14.5 18.0 2.0 -

251 55.4 43.4 37.8 18.7 19.9 15.5 15.5 2.0 -

149 55.0 46.3 23.5 22.1 19.5 12.8 22.1 2.0 -

12 33.3 33.3 25.0 16.7 16.7 16.7 50.0 - -

34 67.6 61.8 29.4 14.7 26.5 8.8 17.6 - -

81 56.8 44.4 27.2 18.5 19.8 14.8 16.0 1.2 -

138 54.3 41.3 31.2 24.6 21.0 15.2 18.1 2.2 -

135 54.1 44.4 38.5 17.8 17.0 14.8 16.3 3.0 -

251 55.4 43.4 37.8 18.7 19.9 15.5 15.5 2.0 -

20代 5 40.0 40.0 40.0 20.0 20.0 - 40.0 - -

30代 12 91.7 66.7 41.7 16.7 25.0 8.3 8.3 - -

40代 47 48.9 38.3 31.9 17.0 14.9 14.9 19.1 2.1 -

50代 90 56.7 40.0 35.6 20.0 20.0 17.8 17.8 1.1 -

60代以上 97 53.6 46.4 42.3 18.6 21.6 15.5 11.3 3.1 -

149 55.0 46.3 23.5 22.1 19.5 12.8 22.1 2.0 -

20代 7 28.6 28.6 14.3 14.3 14.3 28.6 57.1 - -

30代 22 54.5 59.1 22.7 13.6 27.3 9.1 22.7 - -

40代 34 67.6 52.9 20.6 20.6 26.5 14.7 11.8 - -

50代 48 50.0 43.8 22.9 33.3 22.9 10.4 18.8 4.2 -

60代以上 38 55.3 39.5 28.9 15.8 5.3 13.2 28.9 2.6 -

165 55.8 49.7 33.9 21.2 20.6 15.2 16.4 1.8 -

79 50.6 44.3 25.3 22.8 15.2 16.5 20.3 2.5 -

39 59.0 35.9 38.5 23.1 25.6 12.8 17.9 7.7 -

55 61.8 41.8 25.5 18.2 18.2 10.9 18.2 - -

62 51.6 38.7 40.3 12.9 21.0 14.5 19.4 - -

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団体職員
派遣、契約社員、パート・アルバイト
自営業、自由業、その他
専業主婦・主夫
学生、無職

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

（％）

全体
（実数）

  全  体

性別
男性
女性

市のデジタル化について希望する行政サービス

その他 件数

回覧板の全面的なデジタル化 1

町内会、組合によるビラ配布廃止してデジタル化 1

マイナンバーカードないから、使わなくてもデジタル化で何で

もできればいい。何かデジタル普及してるが怖いです。
1

そもそもスマホやパソコンで、なぜ手続きが完結せず、いちい

ち市役所に行って、諸手続きを行わなければならないのかが分

からない。それができないのなら、何のデジタル化なんです

か？

1

デジタル化のための利用サポート窓口 1

OMOTANではなく、各種電子決済アプリでの還元 1

その他の意見 2
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11 こころの健康状況について 
 

心身共に、健康で生きがいを持って暮らすことのできる社会を実現するため、市民のこころの健康に関

することについて調査するものです。 

 

（１） こころの健康に関する事業の認知状況 

 

「こころの健康に関する電話相談（よりそいホットライン、こころの電話など）」が30.5%と最も高く、

次いで「こころの健康に関する対面相談（精神保健福祉センターや保健福祉事務所、市役所などで実施して

いる相談窓口など）」が18.8%、「秦野市ストレスチェックシステム「こころの体温計」」が10.8%となって

います。 

 

□ Q20．次のうち、あなたが知っている、または聞いたことがある事業は何ですか。［複数回答］ 

 

 

 

性別に見ると、「こころの健康に関する電話相談（よりそいホットライン、こころの電話など）」は、女性

の方が高くなっています。 

 

 

こころの健康に関
する電話相談（よ
りそいホットライ
ン、こころの電話

など）

こころの健康に関
する対面相談（精
神保健福祉セン

ターや保健福祉事
務所、市役所など
で実施している相

談窓口など）

秦野市ストレス
チェックシステム

「こころの体温計」

ゲートキーパー
（自殺のサインに
気づき、寄り添う
ことができる人）

知っている、また
は聞いたことが
ある事業はない

その他 無回答

400 30.5 18.8 10.8 8.3 56.3 0.8 -

251 27.5 18.7 9.6 8.8 58.6 0.4 -

149 35.6 18.8 12.8 7.4 52.3 1.3 -

12 16.7 8.3 16.7 16.7 66.7 - -

34 35.3 8.8 8.8 2.9 55.9 - -

81 28.4 24.7 13.6 11.1 50.6 2.5 -

138 31.2 21.7 9.4 8.0 56.5 - -

135 31.1 15.6 10.4 7.4 58.5 0.7 -

251 27.5 18.7 9.6 8.8 58.6 0.4 -

20代 5 20.0 20.0 - 20.0 80.0 - -

30代 12 25.0 16.7 16.7 8.3 58.3 - -

40代 47 29.8 23.4 12.8 12.8 46.8 2.1 -

50代 90 23.3 21.1 7.8 7.8 62.2 - -

60代以上 97 30.9 14.4 9.3 7.2 59.8 - -

149 35.6 18.8 12.8 7.4 52.3 1.3 -

20代 7 14.3 - 28.6 14.3 57.1 - -

30代 22 40.9 4.5 4.5 - 54.5 - -

40代 34 26.5 26.5 14.7 8.8 55.9 2.9 -

50代 48 45.8 22.9 12.5 8.3 45.8 - -

60代以上 38 31.6 18.4 13.2 7.9 55.3 2.6 -

165 26.7 21.8 14.5 9.7 55.8 - -

79 38.0 20.3 8.9 10.1 50.6 - -

39 28.2 7.7 2.6 7.7 66.7 2.6 -

55 30.9 18.2 12.7 5.5 54.5 3.6 -

62 32.3 16.1 6.5 4.8 59.7 - -学生、無職

全体
（実数）

こころの健康に関する事業の認知状況

（％）

  全  体

性別
男性
女性

年代

20代
30代
40代
50代
60代以上

性別
×

年代

男性計

女性計

職業

会社員、公務員、団
派遣、契約社員、
自営業、自由業、そ
専業主婦・主夫

その他 件数

分からない 1

ない 1

知らない 1


